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火 星 再 接 近
　火星接近が再び起きます。おうし座・おひつじ

座の境界で赤く輝く姿は、夜半の空高く、大変め

だつ存在になるでしょう。

　再接近は10月30日、距離は約6900万kmで、数

万年ぶりと騒がれた前回と比べれば見劣りします

が、高くなるぶん観測可能時間が長く、また気流

の影響も受けにくいため、観察には好条件といえ

ます。これから11月いっぱいが観察の好機です。

　火星は明るい対象なので、望遠鏡では思いきり

倍率を上げて観察できます。表面の暗色模様は、

写真などで見るよりずっと淡いので、辛抱強く眺

めてみて下さい。

　博物館では再接近直前の10月28日を皮切りに、

11月中は毎週金曜日に「星を見る会」（19:00～

20:30・参加自由・雨天曇天中止）で火星を眺め

ます。プラネタリウムでは10月8日～11月27日の

間「火星接近！」をテーマに、模様が見やすい

日などを解説します（投影日は土日曜日11:00、

14:00）。ご利用下さい。

「将来に活かしたい経験となった博物館実習」

　実習生同士の個性や専門を活かしつつ様々な作業をするうちに、

自分の視野の狭さを痛感し、地元と向き合う姿勢を正すきっかけに

なりました。来館者やボランティアさんをはじめとする地元の方々

との交流は、平塚市博物館の地元に根ざした活動を感じると共に、

年齢を越えた関わりを持てる貴重な体験の場として、若い人が博

物館との関わりを多く持てば地域活性に繋がるのではないかと感

じました。職業としては難しいかもしれませんが、将来、地元に還

元できるような活動を何かしていければと強く思いました。何よ

りも、こんなに楽しい実習があって良いのかというくらい、笑顔

でいれた実習でした。お世話になった皆様に感謝するばかりです。

小出ひかる ( 酪農学園大学獣医公衆衛生学教室 )

博物館実習☆

　2005年9 月 7 日（水）～ 14 日

( 水 )の 7 日間、21 大学から

22 名の実習生を迎えて博物館

実習が行われました。

　講義、見学、資料整理実習、

普及事業参加など短期間強行

日程の仕上げに、寄贈品コー

ナーの展示「子どもと戦争」

を企画・制作しました。

　この展示は 10 月 30 日まで

博物館１階展示室でご覧にな

れます。

展示制作 （ダンボールで戦時中の子どもの体格を作る）
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